
「国語の学習アドバイス」 

ステップ①から順に学習を進めることで、 

国語の力をメキメキ伸ばせる！ 
※受験レベルは余力のある生徒向け 

 

① 助動詞の活用 

目的：助動詞の接続・意味・活用を覚える 

 

ステップ 1 ･･･ 助動詞の種類(る・らる・す・・・等)と接続を覚える。(「助動詞 歌」で検索すると、

覚えるための歌がたくさん見つかります) 

ステップ 2 ･･･ 意味や活用を文法書を確認しながら覚え、課題は覚えたことのチェックとして使

う。 

ステップ 3 ･･･ 記入した活用表を隠しながら、毎日覚えているかのチェックテストを行う。 

 

②   ゴロゴ A・B ランク確認プリント(古文) 

目的：古文の重要単語を覚える。頻出の識別問題・敬語を覚える。 

 

ステップ1 ･･･ まずは自力で埋めてみる。覚えている単語と、そうでない単語を分けることで覚え

るべき単語を明確にする。 

ステップ 2 ･･･ ゴロゴを確認しながら、答え合わせを行う。間違えた箇所はゴロを使って覚えよう。

一緒に一言コメントも読むことで、記憶に残りやすい。 

ステップ 3 ･･･ 1 度目に間違えた箇所を隠しながら、毎日チェックテストを行う。 

ステップ 4 ･･･ 文法書を活用しながら助動詞の識別・敬語問題を解く。助動詞を覚えた後で

取り組むことで、より効果的。答えを埋めることよりも、識別の方法や敬語を覚えること、敬意の方

向を見極める練習をすることが目的。 

ステップ 4(受験生レベル) ･･･ 課題の短い文を訳してみよう。品詞分解ができるか力試し。わ

からない箇所は印をつけ、国語の先生に質問しよう。 

 

 

 



③ ゴロゴ A・B ランク確認プリント(漢文) 

目的：漢文の重要語・句法を覚える 

 

ステップ 1 ･･･ 古文のステップ 1 と同じ 

ステップ 2 ･･･ 答えを見る前に「精選漢文」を確認しながら、答え合わせを行う。 

ステップ 3 ･･･ 漢文句法の問題も「精選漢文」を確認しながら、使われているのはどの句法かを

探し、読みと訳し方を覚える。「精選漢文」の表紙と裏表紙の一覧を見てみよう。 

 

④ 魔法のプリント 

目的：漢文の重要語を覚える 

 

ステップ 1 ･･･ 空欄のプリントを見ながら、覚えていかをチェックする。 

ステップ2 ･･･ 答えのプリントを見ながら、覚える。間違えた箇所や思い出すまでに時間がかかっ

た語は、毎日チェックテストを行う 

 

 

 

 

⑤ 古典問題集 

目的：実践問題を通して、自らの力を確認する。読解力を養う。 

 

ステップ 1 ･･･ 主語をとることを意識する。助動詞の活用、単語、句法等の覚えたことを確

認しながら解く。 

ステップ 2 ･･･ 答えをすぐに見るのではなく、「サポートブック」を活用し、ヒントを得ながら解答

を考えてみる。考えることで力がつく。 

ステップ 3 ･･･ 解答・解説を使って答え合わせをした後、間違えた箇所や読めなかった部分を、

古文の文法書や「精選漢文」で間違えた箇所を確認し、覚え直す。 

ステップ 4 ･･･ 解説を確認しながら、どのように答えを導くのか、思考の過程を確認する。「解

答のための着眼点」を読み、解答技術や重要語を学ぶ。ただ読むだけ、解くだけではなく、誰か

に解説するつもりで勉強すると、理解度を深めやすい。 

ステップ4(受験生レベル) ･･･ 古文の本文を品詞分解する。調べてもわからない箇所は印をつ

け、国語の先生に質問する。 

 

 眠いけど、自分に打ち勝て！克己！ 



⑥ 現代文問題集 

目的：実践問題を通して、自らの力を確認する。読解力を養う。 

 

ステップ 1 ･･･ まずは自力で解く。その際、感覚的に解くのではなく、論理的に答えを導くことを

意識する。 

ステップ 2 ･･･ 「サポートブック」を活用し、解答を導く論理を考えながら解く。 

ステップ 3 ･･･ 解説を確認し、どのように答えを導くのかを理解する。他者に説明できる程度

まで理解度を落とし込む。また、「解答の着眼点」を読み、他の問題でも使えるや注目すべき点

や解答技術等(指示語や逆接、因果など)を学ぶ。 

 

最後に、答えの丸写しや、間違えた箇所をただ色ペンで書きこんで終わりでは、絶対に国語の力

はつきません。いっぱい考えて、悩んで、調べて、そして、何度

も繰り返してください。 
 

 


